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文化財課

　明治時代に書かれた『美濃可児史略』によると、兼
山の辺りは「中

な か い ど
井戸」と呼ばれており、可児郡七郷の

一つである大井郷内に属していたとされています。
兼山の大

だい
通
つう
寺に伝わる青銅製燭

しょくだい
台（県指定重要文化

財）の刻
こく
銘
めい
から、天文９年(1540年)の時点で「中井

戸」と呼ばれていたことは確かだといえます。
　中井戸という地名がいつ「かねやま」に変わった
のかは定かではありませんが、大きく関わるのが、
烏
うほ う
峰城(後の美濃金山城)を築いた斎藤正

まさよし
義(妙

みょうしゅん
春)で

す。『金山記全集大成』によると、城下の一帯を中井
戸邑

むら
と呼んでいたのを、正義が金山邑に改めたよう

です。なお、戦国時代の資料は全て「金山」と表記さ
れています。その後の明暦年間(1655〜1658年ご
ろ)に、「金山(現在の下呂市金山町)」と混同される
ことがあったため、現在の「兼山」の表記になったと
されています。

可児のお宝

vol.91 可児の地名シリーズ 〜兼山〜

青銅製燭台と花瓶
（写真左の燭台に「中井戸」「天文９年」と刻まれている）

地名は現代を生きる私たちにさまざまなことを語りかけてきます。地名について調べると、生活、文化、政治などを
背景にしたその土地の歴史を知ることができます。このシリーズでは、市内の地名の由来などを紹介していきます。


